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研究成果の概要（和文）：　社会的養護に携わる里親（養育里親）に対して、里子の自立支援（リービングケ
ア）に関する意識調査を2度にわたって行った（1回目関東甲信越、2回目全国の里親会から6地区を抽出）。その
結果、約7割の里親が18歳では自立できない場合が多く、22歳以降まで継続して養育を行う必要性があると考え
ていた。また、自立支援が必要な里子には「気持ちが通いあう」「相手の思いや気持ちを想像し、理解できる」
場や相手、経験が多く必要であり、里親の多くが、里子の自立問題を里子の中に育まれにくい共感性の獲得の課
題と重ね合わせ捉えていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： We conducted two surveys on foster parents involved in social care 
regarding foster child independence support. As a result, about 70% of foster parents were often 
unable to become independent at the age of 18,and thought that it was necessary to continue them 
until the age of 22 or later. In addition, foster children who need independence support need a lot 
of places, partners, and experience to "communicate with each other" and "imagine and understand the
 feelings and feelings of the other person", and many foster parents  have problems with foster 
children's independence. it became clear that it was combined with the issue of acquiring sympathy, 
which is difficult to nurture in foster children.

研究分野：福祉心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究から、自立支援が必要な里子には「気持ちが通いあう」「相手の思いや気持ちを想像し理解できる」場
や相手、経験が多く必要であり、里親の多くが、里子の自立問題を里子の中に育まれにくい共感性の獲得の課題
と重ね合わせ捉えていることが明らかになった。18歳以降の自立においてその成果に深くかかわる共感性の獲得
をいかに支援し促進していくかを明らかにすることが、里子のみならず養育里親の養育の質を高めることにもつ
ながる極めて重要な意味を持っていることが本研究から示唆された。そのうえで、共感性、自立支援をこれまで
里親らはどのように育んできたについて、事例研究を通じて明らかにする必要があることが確かめられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景  

(1) 英国におけるリービングケア法では、「養護」認定を受けた子どもに 18 歳から 25 歳まで

ケアリーバーとしての支援が保障されている。わが国の場合、養育里親の多くが里子の自立を

見守りながら、養育期間延長の必要性を指摘している。とりわけ里子には人間関係を築くうえ

で課題があり、自立に向けての準備期間ならびに専門的支援が必要であると考えている。 

 

(2) 里親家庭から巣立つ若者がどのように成人し、どのように自立し、どのような支援を必要

としているかに関する調査研究は少ない。里親家庭から社会に巣立つ若者（もと里子）の自立

に焦点をあて、求められる支援について検討する必要がある。 

 

２．研究目的 

リービングケア、里親家庭から社会に巣立つ里子にとって、18 歳以降の自立が課題となっ

ている。里子の自立支援の課題とは何か、またどのような支援を必要とするのかを里親へのア

ンケート、面接調査から明らかにする。 

 

３．研究方法 

当初計画では、里親へのアンケート調査、その後にその結果を踏まえて面接を直接里親に行

う計画であった。しかし、新型コロナ感染症の影響から面接を行わず、2 度にわたりアンケー

ト調査を実施した 

(1)1 回目：2018 年 12 月～2019 年 2 月。関東甲信越地区の里親会の協力を得て実施した（配

布数 1285 件,回収率 61.8％）。 

(2)2 回目：2019 年 12 月～2020 年 2 月。東京，沖縄，明石,札幌の 4 地区の里親会の協力の

もとに実施した（配布数 787 件，回収率 48.9％）。 

(3)質問内容：2 度にわたる調査の質問内容は概ね共通している。（a）里親の基本的な属性 

(b)里子 A ちゃんの属性 (c)A ちゃんの行動特性 (d)A ちゃんの成長（小学生以上を養育し

ている里親） (e)成人してからの A ちゃんの見通し（自立）(f)A ちゃんはどういう子 (g)里

親としての気持ち  

（自立支援，他）。 

 

４.研究成果 

(1)18 歳では自立できない 

 質問項目の（e）「成人してからの A ちゃんの見通し」に関係して、多くの里親が里子の自立

支援に対して高い関心を持っていた。実際に 18 歳まで養育した経験のある里親は全体に約 2

割であるが、多くの里親が 18 歳以降にも強い関心を持ち、「いつまで育てたいか」の質問で

は、措置解除年齢を超えて「22 歳まで育てたい」が 65.7％に達する結果を示している。 

この結果の背景には、実親に代わり愛情深く育てる経験を持つ里親こそが実感する「里子は

18 歳では自立できない」との強い思いがある。自由記述にも、措置解除後も、A に関わる生活

面、経済面、心理面から、自立に向けた継続的な支援と関係資源の充実の必要性を訴えている。 

 

【里親の声①】  

「18 歳では自立できない。基本的に 20 歳までの措置（四年制大学では 22 歳）。現在 19 歳の

里子委託中だが、まだまだルーツの心の整理中だと感じる。社会や実親への怒り、自分に対す

る肯定感の低さなど、気持ちの浮き沈みが激しく、不安定な状態。生活が落ち着かないのが実

情。里親にその怒りや憤りをぶつけてきます。まだまだ寄り添い、見守りが必要だと思う」 

 

(2)障害のある里子の自立問題 

また、通常の自立とは異なり、障害のある里子に対する措置解除後の継続的な支援の必要性

を訴え、福祉サービス等の関連情報の提供や確実に支援に結びつけられる制度の在り方を求め

る記述も多い。委託される A に障害のあることを、当初から知らされていたケースもあるが、

多くの里親が養育を通じて悩み、専門機関に相談し診断される場合が少なくない。 

【里親の声②】  

「委託解除後の里子の自立について、もっと支援の手があると良いと思います。特に知的な遅

れ、障害を持つ里子の自立の道への相談窓口、支援の制度がどんなものがあるのか全く分かり

ません。知的障害や発達障害の里子が多いです。かなり里親任せになっていると思います」 



里親の多くが、障害の有無に関わりなく、措置解除後の里子の自立への課題に関心を持ち、

温かな家庭的な場の提供や関係の継続を期待している。里親の約 60％が「25 歳位まで、元里

子の自立を支援する仕組みを作るべきだ」との考えを持っている。週末に通い合える距離に居

住し、仮に経済的に困窮した場合は、約 40％の里親が実子と同様な援助を考えている。 

 

(3)基本的な生活習慣が身についていない 

しかし、里子のなかには自立にとって基盤となる「約束が守れない」「金銭面にルーズであ

る」など基本的な生活態度が確立されていない場合が多い。そのため社会生活に不適応を起こ

し、それへの対処に追われる里親が少なくない。 

 

【里親の声③】  

「23 歳の今も里親への暴言、暴力行為が続いている。警察にも相談している。18 歳で解除に

はなっているが、育てる、援助するものがいないので、やむなく元里親として交流し、金銭的

援助もしている。20 歳で成人しての扱いを受け、税金、年金、保険などの支払い義務が発生す

るが、全て元里親が負担している。 

 

(4)自立支援に必要なもの 

①基本的生活態度と共感性の育成 

里親家庭から巣立ち、社会に自立していくうえで、基本的な生活態度の獲得や適切な人間関

係の構築に困難を抱えがちな実態があることが推測された。養育里親はこのことを心配し、相

互に関わる生活態度と共感性を育むことに関心を持ち、愛情深く、また根気強く養育にあたっ

ている。調査から、共感性が乏しい里子ほど生活態度（育てやすさ）に課題を抱えていること

が示された（表１）。 

                        表１ 育てやすさ×共感性 (％) 

 乏 し

い 

中間 豊か 

全体 25.0 50.0 25.0 

と て も育 てやすい

（16.5） 

2.2 22.2 75.6 

わりと育てやすい

（30.8） 

8.8 58.8 32.4 

やや育てやすい

（25.2） 

23.5 65.9 10.6 

かなり育てにくい

（19.3） 

52.9 44.1 3.0 

とても育てにくい

（8.1） 

62.1 31.0 6.9 

                                   ｐ＜0.001 

【里親の声④】 

「感情の起伏が激しく、何かのきっかけで突然切れたりする時や、良くない行動し、注意（叱

られる）されると、手近にあるものを投げたり障子や襖ガラスを壊したりすることが何度か。

壊したことについては絶対謝らず、『自分は悪くない』」と言い張る。理由を聞いても黙りこむ

だけで、最後は泣くだけである。本児の意志や想いが全くわからず困ることがある」 

 

【里親の声⑤】 

「私たち家族はサリバン先生のように生活の全てを教えてきました。この数年で里子は見違

えるように成長し、元気で活発な 5 年生になりました。私が一番感じるのは、彼の心の成長で

す。嬉しい時に嬉しいと表現でき、挑戦してみたいという心。そしてなんといっても頑張れば

報われると感じられる心が育ったということは、彼のこれからの人生にとって、とても大きな

収穫であると感じています」 

 

里親の多くが実感として基本的な生活習慣や態度の獲得や共感性の獲得が自立に関わる重

要な要因と考えている 

里親の声⑤は、里子の立場にたって、継続してこうした課題に取組むことの必要性を指摘し

また、虐待を受けていたことが伝えられ

た場合、あるいはそのように考えられる里

子ほど共感性が低いと里親は捉えている。 

虐待の有無と共感性との関係を捉えて

いる里親は多いが、里親は養育困難な里子

でも、共感性が身に付き豊かな場合は、「育

てやすい」と感じている。 

共感性に関わる課題に対して、里親は戸

惑いつつも、里子の立場にたって考え、里

子の育ちの根底にある虐待経験、愛着障

害、発達障害などに目を向け、温かな家庭

的環境の中で人間関係を少しでも適切な

ものに変容させていくことに努めている。 



ている。 

 

【里親の声⑥】 

「発達障害や愛着障害、そして虐待されてきた子供の関わり方が問題です。施設で担当者が

次々と変わり、ちゃんと関係を築けないまま大きくなってしまった子供達は『楽しく食事が

できる家庭』にすぐにつながるわけはありません。それなのに、ちゃんと理解されないま

ま、「可愛くない」「なつかない」と子供のせいにされ、措置解除へ。もっと子供への深い

理解と関わり方のスキルを認定研修などで伝えておくべきだと思う」 

 里親の声⑥は、施設職員として働いた経験に基づいた指摘であり、わが国の社会的養護に重

要な役割を担っている里親制度のあるべき方向性として、「里子の立場にたった」養育を進め

ることの重要性を指摘している。 

 

(5)里子のウェルビーイング   

 里親が果たしてきているアロマザーな姿勢は、家庭的な温かさの生活環境の提供だけでな

く、里子の生涯にわたる人間形成に深く影響を与えている。措置解除となる 18 歳までにはな

かなか解決できない課題に対しては、出来るだけ早期からの課題解決の取組と、それを支援す

る態勢の充実が望まれる。里子の自立支援には、里子の立場に立った支援が必要であり、里子

が「なぜ出来ないのか」に十分に配慮した支援が求められる。実際に里親が経験する養育上の

「育てづらさ」に、リービングケアに関わる里親を支援する人々は丁寧に向き合う必要がある。 

里親の多くが、里親の声⑥が示唆するように、根気強く里親子関係を育み、相互に共感性が

生まれるのを根気強く実践している。安定した生活の中で、心安らぐ関係性ができてこそ、里

子の心の中にウェルビーイングが育まれていく。 

 

表２ 人への共感性✕A ちゃんのＷＢ（％） 

 
共感性の

乏しい子 
中間群 

共感性豊

かな子 

ＷＢ上位

群 
6.5 43.9 49.5 

中間群 21.3 54.9 24.7 

下位群 40.2 47.1 12.6 

全体 23.6 49.3 27.1 

 

 

 

(6)自由記述に示された里親の声 

 リービングケア、里子の自立支援には多くの人々が関わり、その中でも里親の果たしている

役割の大きさを再確認できる調査結果となった。里子の自立支援に関係して里親の養育経験か

ら学ぶことの意義は大きい。自由記述には、自立支援に関係して次のような事柄の充実を求め

る声がある。 

（a）具体的なアドバイス、役立つ情報を教えてほしい。相談態勢の整備、充実 

【里親の声⑦】 

「児童相談所の職員にもっと専門家を増やし、それぞれの職員の専門性をあげてほしい。今

のままでは、子供のことを相談しても、具体的なアドバイスや対応法はほとんど返ってこず、

結局自分たちで何とかせざるを得ないので。机上の正論を言われても何の役にも立たない」 

 

【里親の声⑧】 

「里親が手に負えない里子の場合、専門的なフォローをしっかり作るべき。里親が困ったら

いつでも手を貸してくれる治療者を育たない限り、里親は安心して養育することはできない」 

 

【里親の声⑨】 

「里子と同様に、里親も「心のケア」を必要としている」 

 

上記のような指摘に対して、里親同士による語り場は相互に「困ったことが言い合える場」

として機能している。  

里親は共感性が豊かな里子ほど、里子は

ウェルビーイングな状態にあり、自立にお

いて重要なものと捉えている（表２）。 

里子の自立支援においては、自立生活に

かかわる生活環境に関係して、住居面や経

済面などさまざまな物的な支援が必要で

あると考えられるが、人間関係の構築、里

子の内面に育まれる心の問題、共感性の獲

得が課題になっている。 



また、制度として里親支援専門相談員制度の充実など、2018 年にはフォスタリング機関（里

親養育包括支援機関）のガイドラインが示された。自由記述には、関連して、養育経験の豊富

な里親による支援、ピアサポートなど、里親を支援する取組みに関心を示す記述も多くみられ

た。 

 

（b）研修制度の充実 里子の自立支援プログラムの取組 

(a)の内容は、里親が通常の研修の機会を通じて学びたいと考えている内容にも一致するも

のである。フォスタリングチェンジプログラムを更新研修に取り入れてほしいとか、試し行動

についてどう対処すればよいかなど、日常生活場面で生じる具体的な問題について学びたいと

考える里親は多く、それらのことが、里子の成長や生活習慣など自立生活につながる内容とな

っている。 

関連して、里親向けに、里子の自立支援をテーマにした研修プログラムが実施されている報

告がある４）。今後ますます同様のテーマでの学習会や研修が開催されていくであろう。 

 

(7)里子の自立支援を担う里親たち 

自由記述にはその他にも、日常里親たちが悩み、課題とする内容の記述が多く見られた。①

親権問題，②経済的負担，③苗字（名字）問題，④未委託問題（何年も待ち続ける未委託者）

などがあった。 

これらの課題は調査を実施した 2018 年以降、児童福祉法の改正に伴う国の政策にも変化が

あり一部改善が図られてきた。2019 年に出された「社会的養育の推進に向けて」（厚生労働所

省家庭局家庭福祉課）５）においても、里親委託の役割の明確化が図られ、委託推進にあたり数

値目標が示された。また措置解除後の自立支援についても、推進事業が整備され始め、各地で

展開されている「社会的養護支援に関する取組事例」（2020．3）６）が紹介され始めた。今後の

自立支援の推進に向けた種々の取組に大いに期待がかかるが、その際、施設養護とともに社会

的養護で重要な役割を担っている里親の養育経験から得られる自立支援に関わる知見を尊重

することを忘れてはならない。 

今後の研究課題として、コロナ感染症の影響でできなかった里親に対する面接、あるいは可

能であれば里子（当事者）に対する面接を実施し、里子の自立支援に関わる課題、とりわけ心

理的、内面的な問題にアプローチし、具体的な支援策の構築をめざしていきたい。 
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